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2025年に向けて 
 

高齢者の需要の増加への対応 
 



kbishikawa@iuhw.ac.jp：20181013：地域医療データ分析 

財政制度分科会(2018/04/11)：資料社会保障について 赤は資料に追記した箇所 

https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/fiscal_system_council/sub-of_fiscal_system/proceedings/material/zaiseia300411/01.pdf 3 

65-74歳 

75歳以上 

～2025年：高齢者医療需要の増加 
～2040年：働き手世代の縮小 
～2060年：総人口の縮退 

1,000万人減少 

https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/fiscal_system_council/sub-of_fiscal_system/proceedings/material/zaiseia300411/01.pdf
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経済財政諮問会議 (2018/05/21)：資料４－１ 2040年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材） 赤は資料に追記した箇所 

http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2018/0521/shiryo_04-1.pdf 4 

24.8% 

33.7% 

GDP = 564.3兆円 
の場合 

8.6% 

12.4% 
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財政制度分科会(2018/04/11)：資料社会保障について 赤は資料に追記した箇所 
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財政制度分科会(2018/04/11)：資料社会保障について 赤は資料に追記した箇所 
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医療提供者の取り組み 
地域医療構想調整会議 

保険給付の範囲 

診療報酬と医療提供体制 

保険料と自己負担 

https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/fiscal_system_council/sub-of_fiscal_system/proceedings/material/zaiseia300411/01.pdf


第７回医療介護総合確保促進会議(20160704)：参考資料４医療・介護総合確保の推進について 

kbishikawa@iuhw.ac.jp：20181013：地域医療データ分析 

地域課題の共通認識 と 各病院が果たす役割 に基づく議論 
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地域医療構想に関するWG：第15回(2018/07/20)：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_00389.html：資料１－１ 
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資料に追記した箇所 

地域のすべての病院の「自主的な取り組み」を共有する 
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地域医療構想に関するWG：第15回(2018/07/20)：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_00389.html：資料１－１ 
赤は資料に追記した箇所 

9 

77.9万床(60.9%) 

1,652病院(22.5%) / 50.1万床(39.1%) 

7,346病院 

14.7% 24.5% 

11.3% 11.2% 
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2025年を超えて… 
 

次の課題：働き手の大幅な減少 
 



人口と入院患者数 

kbishikawa@iuhw.ac.jp：20181013：地域医療データ分析 人口・患者数推計/簡易版(H27/2015) →人口と入院患者数 
https://public.tableau.com/views/EstPat2015/sheet2 11 

15-64歳人口 
2015：318万人 

2025：277万人(-13%) 

2040：213万人(-33%) 

性/年齢階級別 

人口 × 
性/年齢階級別 

受療率 ＝ 推計 
患者数 

社人研推計 患者調査(H26) (簡易版) 
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経済財政諮問会議 (2018/05/21)：資料５  2040年を展望した社会保障の政策課題と地域医療構想の達成に向けた取組  

赤は資料に追記した箇所 

2018年７月18日 
改正案成立 

http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2018/0521/shiryo_05.pdf 12 
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財政制度分科会(2018/04/11)：資料社会保障について 赤は資料に追記した箇所 

https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/fiscal_system_council/sub-of_fiscal_system/proceedings/material/zaiseia300411/01.pdf 13 

https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/fiscal_system_council/sub-of_fiscal_system/proceedings/material/zaiseia300411/01.pdf


kbishikawa@iuhw.ac.jp：20181013：地域医療データ分析 

経済財政諮問会議 (2018/05/21)：資料４－１ 2040年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材） 赤は資料に追記した箇所 

http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2018/0521/shiryo_04-1.pdf 14 

地域での具体的な 
人材育成・確保の 
計画は？ 

医療福祉分野以外 
の就業者との 
バランスは？ 
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国としての状況はわかった 
 

では、北海道の状況は？ 
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行政界：市区町村/２次医療圏 

2014年地図サンプル →市区町村-２次医療圏 
https://public.tableau.com/views/2014_60/- 16 

道北 
(上川/富良野/留萌/宗谷) 

オホーツク 
(遠紋/北網) 

釧路・根室 
十勝 

道南 
(南渡島/南檜山/北渡島檜山) 

道央 

いぶり 

しりべし 

おしま 
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２次医療圏別人口推計(社人研の将来推計人口を使用) / 札幌を除く 

人口・患者数推計/簡易版(H28/2016)  →人口-医療圏別 
https://public.tableau.com/views/EstPat2016/- 17 

札幌 
235万人 

総人口 
15歳未満 
15-64歳 
65歳以上 
75歳以上(再掲) 

人口規模に応じた 
医療提供の目標 

10万人未満 

10～25万人 

25～40万人 

後期高齢者のピーク需要 



急性心筋梗塞/050030 
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需要/線：患者調査(H26)×推計人口 
供給/面：DPC調査(H28)/年10例以上の施設のみ 

人口・患者数推計/簡易版(H28/2016) →需給-医療圏別 
https://public.tableau.com/views/EstPat2016/-_5 

不足している地域の患者？ 

今後の需要増加への対応？ 

18 

注意事項 
供給推計は低めになる 
←調査外の施設 / マスキング 

需要推計は上下する 
←地域の罹患率 / 入院日数 

DPC調査で年10例以上の施設なし： 
南檜山、北渡島檜山、北空知、日高、 
上川北部、富良野、留萌、宗谷、根室 



急性心筋梗塞/050030 
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DPC調査参加施設(H28年度) 
年10例以上の施設のみ 

厚労省DPC調査(H28/2016) →傷病から始める ←占有率 
https://public.tableau.com/views/DPCH282016/sheet12 19 

１日に１件 = 30例/月 
２日に１件 = 15例/月 

施設の診療体制と 
働き手の負荷  
 を考えた集約化 専門医の育成 

小倉記念病院 
26例/月、13床 
圏内(110万人)の半数 

札幌(29) 

地域支援の方策 

南空知(2) 

地域に１施設 

年10例以上の 
施設なし： 
９医療圏 

遠紋、上川北部 



心不全/050130 
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需要/線：患者調査(H26)×推計人口 
供給/面：DPC調査(H28)/年10例以上の施設のみ 

人口・患者数推計/簡易版(H28/2016) →需給-医療圏別 
https://public.tableau.com/views/EstPat2016/-_5 

→急性期以外の施設、在宅を含めた対応 
今後の大幅な需要増加 
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非表示：DPC調査で２次医療圏内に２施設未満 
南檜山、北渡島檜山、北空知、西日高、 
富良野、宗谷、根室 



肺がん/040040 
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需要/線：患者調査(H26)×推計人口 
供給/面：DPC調査(H28)/年10例以上の施設のみ 

人口・患者数推計/簡易版(H28/2016) →需給-医療圏別 
https://public.tableau.com/views/EstPat2016/-_5 21 

非表示：DPC調査で２次医療圏内に２施設未満 
南檜山、北渡島檜山、北空知、日高、上川北部 
富良野、宗谷、遠紋、根室 



肺がん/040040 
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DPC調査参加施設(H28年度) 
年10例以上の施設のみ 

厚労省DPC調査(H28/2016) →傷病から始める ←占有率 
https://public.tableau.com/views/DPCH282016/sheet12 22 

その他： 
富良野 
日高 

国立がん研究センター中央病院 
134例/月、49床 
手術あり：52例 
手術なし：83例 

札幌(29) 

→外来化学療法 



脳腫瘍/010010 
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需要/線：患者調査(H26)×推計人口 
供給/面：DPC調査(H28)/年10例以上の施設のみ 

人口・患者数推計/簡易版(H28/2016) →需給-医療圏別 
https://public.tableau.com/views/EstPat2016/-_5 23 

非表示：DPC調査で２次医療圏内に２施設未満 
南檜山、北渡島檜山、北空知、日高、 
富良野、留萌、宗谷、遠紋、根室 



脳腫瘍/010010 
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DPC調査参加施設(H28年度) 
年10例以上の施設のみ 

厚労省DPC調査(H28/2016) →傷病から始める ←占有率 
https://public.tableau.com/views/DPCH282016/sheet12 24 

横浜労災病院 
52例/月、16床 
手術あり：3.5例 
手術なし：47.9例 

札幌(19) 



まとめ 
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▶ 地域医療構想：2025年のあるべき医療提供体制 
■ 機能別の必要病床数 は目標のひとつに過ぎない 
■ 地域における 傷病別の症例数、入院施設と日数(機能) について、 

具体的に考えることが大切 → 医療需要の推計と供給体制の把握 
▶ 札幌：235万人の圏域 と 500万人の道民 を支えるための体制 
▶ 南渡島 / 上川中部 / 十勝 ：30-40万人 ：圏内 / 周辺を含む基幹機能 
▶ 後志 / 南空知 / 胆振 / 釧路 ：10-20万人 ：圏内での地域医療 
▶ その他の２次医療圏 ：10万人以下 ：市街での地域ケア 

■ 道北 / 道南 / オホーツク / 根室 
■ DPCデータ / 病床機能報告 の情報を活用した実態の把握と 

連携体制の構築に向けた検討 

▶ 2040年に向けて、現役世代人口の大幅な縮小にも 
対応可能な提供体制への転換が必要 

連携 
と 

共存 
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